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件名： 

 

添付資料 

□ ＳＤ．ＥＢ ９９－３６９３Ｃ（終端接続部） 

 

端子の付属 □有 □無 

□ＳＩＴ８２０７２Ｃ （圧着形銅管端子 ＴＲ１形） 

□ＳＩＴ８２０５９Ｄ （圧着形銅管端子 ＴＲ２形） 

□ＳＰＴ３２１Ｄ   （圧縮形銅管端子 ＴＣ１形） 

□ＳＩＴ８２０６０Ｅ （圧縮形銅管端子 ＴＣ２形） 

□ＳＰＴ４３６Ｄ     （防水形銅管圧着端子） 

□ＳＰＴ４３７Ｆ     （圧縮端子） 

□ＳＰＴ４９３Ｃ     （圧縮端子） 

 

 

 

 

 

 

 

 

古河電工パワーシステムズ株式会社 

 

６６００Ｖ トリプレックス形 

架橋ポリエチレン絶縁耐火ケーブル用 

常温収縮式キュービクル内及び屋内終端接続部 

（商品名：アイヒットＣＳ６） 



 
1．適 用 

本仕様書は、6600V トリプレックス形 架橋ポリエチレン絶縁耐火ケーブル用 常温収縮式

キュービクル内及び屋内終端接続部（商品名：アイヒットＣＳ６）に適用します。 

 

2．種 類 

種類は、添付図面に示すものとします。 

 

3．性 能 

添付図面の如くケーブルに組み立てた終端接続部に対して JCAA K 1301の5項により試験を行な

ったときの性能は表‐1の通りとします。また、表‐2の通り自社試験において CVケーブルによる

シュリンクバック抑制効果検証を行っています。 

表‐1.性能 

試  験  項  目 性       能 

商用周波耐電圧 

1 

下記の試験電圧に連続 60分間耐え異常のないこと 

導体温度 試験電圧(kV) 

常    温 ２２ 

2 

長期課通電試験後、下記の試験電圧に連続 1分間耐え異常のないこと 

導体温度 試験電圧(kV) 

常    温 １０ 

雷インパルス耐電圧 

下記の試験電圧で正負両極性にそれぞれ3回耐え異常のないこと 

導体温度 試験電圧(kV) 

常    温 ８５ 

商用周波電圧部分放電 10kV で発生しないか、又は 5.5kVで消滅すること 

長期課通電（気中） 

8.5kV を印加した状態で 1日 1回のﾋｰﾄｻｲｸﾙを 30日間行なったときこれ

に耐え異常のないこと 

尚、ﾋｰﾄｻｲｸﾙは導体温度が 6時間以上 95～100℃となるような通電を 8時

間通電／16時間停止を目処に行なう 

気   密 内圧 0.05MPa（N／mm2 ）1時間で異常のないこと 

商用周波電圧汚損 

汚損状態で8.5kV 印加、5回でﾌﾗｯｼｵｰﾊﾞが生じないこと 

または 5回のうち 1回ﾌﾗｯｼｵｰﾊﾞが生じた場合には、さらに引き続き 5回

行ない、このうち1回もﾌﾗｯｼｵｰﾊﾞが生じないこと 

尚、汚損方法はJEC-0201の付属書2の等価霧中法とし、塩分付着密度は

0.01mg/cm2とする 

※本品はJCAA接続部性能規格(A302屋内)を満足しています。 

 

 

 

表‐2.自社試験（CVケーブルによるシュリンクバック抑制効果検証） 

試験項目 性能 

把持力 

下記の荷重を加え-15℃⇔70℃（各2時間）のﾋｰﾄｻｲｸﾙを30 ｻｲｸﾙ与えケー

ブルシースの滑りが 20mm以下であること 

荷重 
100mm²以上 98N 

60mm²以下 49N 

※ケーブルメーカーのシース収縮性能の違いによりシース拘束性能に差異が生じる場合があります。 

 

 



 

4．検 査 

本品の検査は、構造および寸法検査並びに員数検査のみとします。 

 

5．保 証 

保証期間は納入後１年とし、正常な使用状態で弊社の製造上問題により不具合が発生した場合の

み、不良品をお取替えすることに限定され，それ以外の責任は負いかねます。 

 

以上 
 






